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父島列島は北から弟島，兄島，父島の主要3島と周辺の属島からなる.主
要3島はいずれも入り組んだ海岸様で固まれ，東~南岸にかけて急斜面と高

い海食屋が発達し.西岸1::向かつて緩傾斜の斜蘭を有する.列島中で最大の
面積を有する父島は，北部に天然の良港である二見潜を擁し，最高点は島の

ほぼ中央に位置する中央山(溝抜:326m)である.南北に伸張した弟島では

小規模な横浜が島の南岸から西岸にかけて見られる.主要3島のうち兄島の
み北西一南東方向に伸張するが この方向は岩脈君事や背斜輸の走向とほぼ調

和的である.主要3島には断層に沿った差別浸食によって形成された構造性
の谷や沢筋が発達する.父島では海抜250-300m付近.兄島では150・20伽n，

弟島では50-100mと特徴的な小起伏面が認められる(今泉， 1983). また，

海抜20・100m付近1::覇軍成段丘起源と考えられる平坦面が散見されるが，堆積
物などは確認されていない(今泉， 2ω0).父島の三日月山西斜面や弟島沿

岸には地すべり地形が散在する.とれらはいずれも三日月山層中の凝灰角礎

岩の置露出城にあり，脆弱な岩盤に起因すると恩われる.父島南西宮Eでは石灰
岩からなる甫崎と仲合の南島及び周辺に点在する小島が沈水カルスト地形を

つくる(貝塚・堀， 1968).南島の湾入部や息地はドリーネやウパーレの地

形を示し.稜線部にはカレンフェルトが発達する.また，点在する小島の稜

線を給ぶ曲線から，水没したドリーネやウパーレの輪郭が推察できる，これ

らのカルスト地形は氷期の海面低下期に形成され，その後の海面上昇によっ

て半ば沈水した(貝塚・堀， 1968). …一
母島列島は母島本島とその西~南東神4・5kmに広がる荷風平島，姉島，

妹島，姪島などからなる.母島は13回 X4kmで北北西に伸張し.海抜必加

の乳房山を頂点に100・35加の断崖で岡まれた険しい地形を有する.神港以

南では海食崖で切り立った島の東岸から西岸へ向けて緩傾斜の斜面となり，

海抜60・10伽置の段丘状平坦面が発遣する(今爆し20Q01..海岸線は西岸では

概して直線的であるのに対し，東岸は北から買益美'1純東崎湾と並ぶ特

徴的な湾入 t見られるが，いずれも断層などの構造的な弱線との関係は認め
られない.右門一帯にはカルスト地形や鍾乳洞が発達する.石門の宵崖下に

は斜面崩壊による崩落物が厚〈堆積している.最近では1997年7月の台即5

号による大雨時に大きな斜面崩壊があり，基盤の凝灰角磯岩直上の石門厨の

礎岩と石灰岩が崩落した(育園， 1鈎9).同様の斜面崩壊による堆積物は堺

ケ岳直下の東斜面に発達する.向島，平島，姉島.姪島はいずれも高さ10-

抑 Eほどの海食崖で囲まれるが，島の中央部は比較的なだらかで，最も起伏

の大きい向島でも海抜14伽E足らずである.これに対して妹島は海抜216mの

最高点を擁する海抜1拍 E以上の尾根が島の中央南よりに東西lkm余りにわ
たって延び，傾斜27"-45・の斜面が海岸付近まで降下し，最後は高さ20-15伽E

の切り立った断屋となっている.

西之島は7邸)mX鋭治n，最高海抜25mの平坦な島で.海面下に直径約l.3km

の火口が存在し，その火口録に当たる古い火山体と， 1973・74年噴火によっ

て形成された新しい火山体(中央火口丘)からなり，その聞は砂磁の堆積に

より197，ぷ手に陸繋した.浸食・堆績による地形変化が著しく，北側に形成さ

れていた湾は1981年頃に閉塞し.その一部は島の中央部に池として取り残さ

れている.

北硫黄島は2.1X3.3km，最高海抜792mを有し.南北に延びた外形をなし，

湾の出入りがなく，島の周囲に糧食鐘が発達する島である.一部を除いてほ

ぼ急唆な地形となっており，海岸沿いに横浜がわずかに発達するのみである.

石野村や長根鼻付近にやや顕著な崩積地形が発達する.明瞭な火口地形はな

い.
硫黄島は8kmX4.5km，最高海抜1帥E余りの島で，元山及び掴鉢山の2

つの山体が砂鳴の堆積した千鳥ヶ原で連絡している.火山体直下のマグマ活

動によるものと考えられている地形変形が著しく，最近数百年では元山付近

を中心に年間IOcm以上の隆起が継続し.それに伴う小規模な活断層も多数

形成されている.監獄砦や釜岩，東岩は海面上に現れている直径約10kmの

はじめに

20万分のl地質図幅 I小笠原裕島』は，地質調査総合センター及びその前

身である地質調査所が該当地域の地質の編集に基づき作成している20万分の

1地質図幅の1つである.本地域は国土地理院発行の20万分の1地勢図「小

笠原諸島」に含まれる全島棋を含み，行政区域としては東京都小笠原村全域

に相当する.語.，::当たっては，これまでに公表されている報告書や論文な

どのデータを利用したほか，若干の野外調査を実施した.小笠原群島につい

てほ梅野・石塚が.火山列島及びその他の地域については中野が担当した.

また.鉱床及ぴ梅洋地質は石塚が，重力は鳴海が担当し.全体の調整は中野

が行った

小雪空原鰭島は東経136度4分11秒から1日度回分6秒，北臨7度44分'41秒か

ら20度25分31秒の範囲の太平洋上に点在する大小30余の島々からなる.との

うち日本最東端の甫鳥島は太平洋プレート上の海底火山を起源とし，日本最

南端の神ノ鳥島はフィリピン海プレート上の九州・パラオ海嶺.小笠原群島

(~島列島・父島列島・母島列島)は小笠原海嶺，西之島及ぴ火山列島は七
島・硫黄島海嶺土の海洋島である(第1図).

南J鳥島は1辺2km弱の三等辺三角形を呈した平坦な島である.島の中央

部が浅い凹地となっており，それを取り巻く外周榔は海抜5-9mである.

神ノ鳥島は東西4.5km，南北1.7kmに広がる水深6m以浅の孫原内部の露岩

で，海面上1::顔を出している高さ 3m以下の束小島及び北小島の2つから構
成される.第2次世界大戦以前の調査では6つの信岩から構成されていたが，

現存する2つをのぞき波書長により消滅している(岡山， 1952;長岡ム.1987).

~島列島は北からーノ岩~五ノ岩の岩礁群，北之島，中ノ島及び魚島，
聾島，針之岩， 110弘嫁島などからなる.ーノ岩から媒島は水深130mの海
底から立ち上がる尾根状の高まりに載っており，との尾根は媒島の南東沖合

9kmの梅底まで続いている.これらは北西南東方向に並ぶ数列の海底の

高まりからなり，最北端の列は北之島の北東3kmに並ぶーノ岩，三ノ岩，

三ノ岩の岩磁群で，最大の二ノ岩は25mX35m，海抜7mである.この列は.

笹魚島東沖合を通り北西一南東方向に延びた20伽nX50mの長方形の平坦な

岩礁.蛸岩まで続<.二列目は五ノ岩，回ノ岩及び東西2つの小島からなる
笹魚島を載せる高まりである，三列目は，北之島，中ノ島を哉せる頂部が平

らな高まりから聾臥針之岩，媒島及び媒島南東の小梅丘へ続く.北之島と

中ノ島はともに北西一南東に延びた島列と岩磯群からなり，北之島は800m

x30Om，最高点は海抜52mである.J草島は列島中最大の面積を有し， 10ヶ
所ほどの幅200m以下の浜辺を除いて商度10-71加の海食崖で岡まれている.

島の北西部と東部中央にそれぞれ海抜81mの象頭山及び88mの大山があり.

海援50m前後のなだらかな丘陵が速なる.針之岩は北西一南東に延ぴた長さ

3帥n.海抜帥E及び130m前後の2列の岩山とそれらをつなぐ南北走向の岩

磁群からなり，断層1::沿った差別浸食によって取り残されたものと考えられ
る.針之岩と媒島の中聞には5OmX30mほどの岩磁，畳岩がある.煤島は列

島中最も起伏に宮み.島の北東部にある最高点の扉嵐山(潟抜155m)と北

西部にある剣山(海抜121m)，前二者の間にある中央北西Eの海抜104m峰の
3点を頂点とし，南北に走る 3:1IJの尾根からなる. 104m峰と扉風山の2つ
の尾根を分ける谷は島の南部中央に切り込んだ入り江に続いている.この地

形は断層と変質帯に沿った差別浸食の結果生じたものと恩われる.一方，嫁

島はこれらの島々の列から限れて狐立した方形の高まりの上にある.線島l立
中央西岸の入り江を除いて高さ20・100mの複確に入り組んだ海食屋で囲まれ
る.その甫にある前島は，甫西1::開いた入りn:と海抜128mの最高点を有す
る切り立った断崖で取り固まれている.
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カルデラ録(外輪山}の一部である.元山と摘鉢山はそれぞれ後カルデラ期

の中央火口丘及び側火山である.カルデラ縁の釜岩は1969年頃に本島と陸繋

した.

甫硫黄島は直径約2kmのほぼ円錐形をなし，最高梅抜は伊豆諸島及び小

笠原諸島で最も高い溝抜916mを有する島である.島の平均傾斜は40.を超え，

湾の出入りは全くなく，全周囲に海食崖が発達し，その基留には奥行き最大
でも5伽E以内の横浜がわずかに形成されているのみである.松江岬の西方に

やや規模の大きい崩落崖が形成されているほか，南崎などにも小規模な崩落

地形が見られる.山頂郎には火口地形及び火山体の堆積原面がわずかに残さ

れている.

3.地質
3.1 概要
小笠原海嶺では中期始新世の4，刷万年前から4，5∞万年前倒uzukaet al.， 
2006 ; Isbizuka et al.， 2∞8)にかけて主として無人岩及びその分化物の梅底
火山活動が広範囲でおとり，父島列島及び聾島列島の骨格が形成された(第

2図).無人岩の活動の中期には島弧ソレアイト質安山岩~デイサイト溶岩

が挟在するようになり， 4，500万年前頃には父島北部~弟島でカルクアルカ

リ岩類と高カルシウム無人岩が同時に活動した.初期の噴火は主として穏や

かな溶岩流出であったが，後期には降下軽石やベースサージを伴う爆発的な

噴火を挟むようになった.父島は遅くとも漸新世までに陸化し.浸食された

火山岩層と岩脈を漸新世の磯性石灰岩が覆っている(松丸 1976;抽凶nnaru，

1984， 1996; U血 o.1鑓5).母島列島は中期始新世の4，4∞万年前頃伽虚血
et al.， 2瓜>6)に浅海または陸上で噴火した未分化な島弧ソレアイトやカルク
アルカリ岩系列の溶岩や火碕唱からなる幡野・石渡，2<肪;矢崎ほか， 2001). 
主にハイアロクラスタイトと降下スコリア凝灰岩からなるが，母島では3皮

の火砕流と降下軽石噴火があった.浮遊性有孔虫化石群集から，溶岩の聞に

挟在する石灰質砂岩と石灰岩は4，590-3，850万年前(Zm担Pl1-14;藤田ほか，
1995 ; Matsumaru， 1996) ，下位の溶岩を不整合で覆う最上位の石灰岩は

3，850-3，380万年前匂町田Pl5-17; Mats町田ru，1996)と考えられる.

西之島及び火山列島を構成する北硫黄島・硫黄島・甫硫黄島は，いずれも

深海からそびえる海底火山の頂部が海面上に現れた火山島で，中期更新世以

降の陸上噴出の火山噴出物が大部分を占めるが，崩積堆積物及び海浜砂槙層

も分布する.このうち西之島と硫黄島はそれぞれ2つの火山体からなるが，

その聞には海浜砂穣屑が広〈発達している.との両者とも有史時代に噴火が

発生している活火山である.

沖ノ鳥島は海山の頂部に形成された環磁の一部で.確石灰岩及び含有孔虫

石灰岩から構成される.
南鳥島は海山の頂部にある卓礁が降水して形成され，主に未固結の砂複層

から構成される.島の土台を形成する隆起サンゴ磁やそれに置われる火山体

そのものは地表に信出していない.

3.2 聾島列島
型車島列島を構成する北西ー南東方向に並ぶ数~1の海嶺・小梅丘群のうち，

三ノ岩は最北端の列を構成する最大の岩磁であり，無斑晶状安山岩の塊状溶

岩からなる.この甫東延長に位置する蛸岩は無人岩凝灰角線岩からなる.

四ノ岩及び笹魚島は主として無人岩の成層凝灰角礎岩からなる.型事魚島は

甫甫西1;:30・傾斜した同斜構造をなす.一部に無人岩枕状溶岩を挟在し，同
岩貨の岩脈によって貫入されている.凝灰角榛岩の塊状部は肩平なレンズ状

火山弾を含み.発泡度の低いスコリアと石賀岩片からなる.よく成層した部

分は数回-IOcm大の擦が濃集したレンズを含むラピリストーンからなる.

北之島及び中ノ島はともに無斑晶状安山岩からなり，北之島では厚さ

700m以上のアグルチネート(Ka)を厚さ13伽Eほどの枕状溶岩低p)が覆っ
ている.一方，中ノ島は厚さ47m以上の枕状溶岩からなる.アグルチネート

比強調車結した塊状部と径数回-IOcmの発泡度の低い角張った岩片の輪郭

が認められる中溶給部からなる.枕状溶岩の表面は変質によって茶褐色を呈

し，伸長した枕状溶岩ロープの表面から多数の小突起状ロープが派生してい

る.中ノ島北京の岩礁では東西に延びる最大直径6mに遣する同心円状構造

を示す溶岩チュープが見られる.枕状溶岩ロープの分岐する様子から，中ノ

島北東では東向き，中ノ島甫部では北西向きに流れたととがわかる.北之島

及び周辺のアグルチネートと枕状溶岩はー穏に南東に傾斜し，北之島西部~

西方岩礁群を噴火中心とした火山体があったと考えられる 一方，中ノ島周

辺の枕状溶岩は.同島を通って北東にプランジした北東一南西走向の背斜構

造をなし，北之島南東端から南東方の岩磁は背斜の酉翼にあたることから，

中ノ島から南西に延びる尾根状の火山体を形成したと考えられる.

型車島の大半は成層凝灰角磯帰(銑〉からなり，東部では厚さ18mの凝灰岩

質礎岩一砂岩と無人岩の枕状溶岩 (Sp)が凝灰角穫岩の聞に挟在する.南浜

から酉では灘灰角磯岩の聞に5枚の無人岩枕状溶岩が挟在する.全層厚は型車

島全体で75伽nに遣する.軍軍島西部に南北走向の背斜翰，東部の大山の東に

甫北走向の向斜軸があり，その聞は南東~東傾斜の同斜構造をなす.最下位

は象頭山北の海岸~沖合の岩礁に露出する無人岩枕状溶岩，最上位は大山東

から北東沿岸1;::分布する凝灰角礎岩である.凝灰角磯岩の多くは粗粒火山砂
~火山榛サイズで発泡度の低いスコリアからなる基質に枕状溶岩片の磯を含

み.よく成層している.水冷火山弾を含む降下火碑岩も随所に見られる.礁

の多くは無人岩である，南東の海食崖上では成層した白色凝灰質細穣岩ー粗

粒砂岩が.出し，聞にシート溶岩(平板上の水底溶岩涜}が挟在する.シー

ト溶岩の上盤は厚さ 8mの凝灰質磯岩・砂岩，下盤は厚さ2.5m以上の凝灰質

砂岩シルト岩互屑からなり，書事砦との緩触部のシルト岩は酸化して赤紫色を

呈する.シート溶岩は凝灰質岩の屑理を斜めに横切っていることから，未固

結層中に貫入したものと考えられる.シート溶岩の上盤の凝灰岩質剤事量岩一

粗粒砂岩は，主として粒径1α以下の縞状軽石と灰色軽石からなり， 10%以

下の白色軽石と少量の無人岩スコリアや結晶片を含む.軽石は斑晶として石

英，斜長石，普通輝石，斜方輝石を含む.鉱物組成と流紋岩質のガラス組成

から媒島の流紋岩軽石凝灰岩に対比される可能性が高い.

針之岩は北西傾斜の問斜構造で，ほとんど古市銅輝石安山岩の枕状溶岩崎)

とハイアロクラスタイト及ぴ成層凝灰角榛岩の互周(Na)からなり，周厚

340mに達する.枕状溶岩は枕の中心部まで自破砕し，角穣岩の様相を呈する.

また，ハイアロクラスタイト中にほぼ平行にレンズ状溶岩片が散在している

ととがある.成層凝灰角礎岩は，穫が級化構造を示し.枕の破片や火山弾の

磁を含むa 基質は発泡度の低い石賀岩片と角張ったガラス片からなる.これ

らを貫〈岩脈はうねっており，枕状溶岩を派生したり，ハイアロクラスタイ

トや枕状溶岩中で上下端が閉じている短い岩脈もある.

畳岩は無..晶状安山岩のやや成層した火山礎凝灰岩からなり，南東に38・

傾斜する.厚さ32cmのやや変質した無斑晶状安山岩岩脈と厚さ45田の角襖

岩脈がある.

媒島は島の中央と剣山の束麓を南北に走る断層によって3つのブロックに

分けられる.東ブロックの層厚は26伽E以上あり.東岸に露出する成層した

古鋼輝石安山岩凝灰角磯岩(Na)が全島を通じて最下位となる.その上に

順次南西傾斜で流紋岩枕状溶岩及びハイアロクラスタイト(Nr).古銅輝石

安山岩ハイアロクラスタイト.涜紋岩軽石凝灰岩，流紋岩ハイアロクラスタ

イトが覆う.扉嵐山の西~南斜面では古銅輝石安山岩ハイアロクラスタイト

に古銅輝石安山岩枕状溶岩や塊状溶岩が挟在する.中央ブロックは甫傾斜で

層厚28伽Eに達する.下部は主に古銅輝石安山岩枕状溶岩(Np)，上部は古銅

輝石安山岩ハイアロクラスタイトからなり，一部に宵銅輝石安山岩のシート

溶岩と流紋岩ハイアロクラスタイトが挟在する.媒島中央北方沖の岩礁は単

斜エンスタタイト含有斑状無人岩枕状溶岩からなる(地質図では省略).西
ブロックは屑厚23伽nl::遣し，古銅輝石安山岩枕状溶岩とそれを覆う涜紋岩
ハイアロクラスタイトからなる.西ブロックには北西走向の数列の変質帯が

あり，母岩は白色粘土化している.

嫁島は屑厚48伽n以上の枕状溶岩を挟在する成層凝灰角磯岩(Yt)からなり，
嫁島南部のピークから後島南部にかけて東西走向の背斜輸がある.最下位は

背斜軸郁にあたる嫁島南部海岸~後島に分布する無人岩宵銅輝石安山岩の

複合枕状溶岩 (Yp)で，その上位に嫁島主要部を構成する成層凝灰角槙岩

が載る.最上位は歯車島北西端と嫁島北部尾根上に分布するかんらん石普通輝
石古銅輝石安山岩の成層火山角喋岩である.前島は火口を埋積したと考えら

れる崩落堆積物とアグルチネートからなり，多数の岩脈及びストックによっ

て貫入されている.飯島最南端の枕状溶岩と成層涯灰角模岩が東ないし北東

傾斜であるのに対し.前島南の小島では変質した無斑晶状無人岩枕状務岩が

南傾斜であることから，前島を中心とした火山体が考えられる.凝灰角礎岩

の多くは主として無人岩の磁からなり，前島と嫁島南部では火山事事混じりで

発泡度の低いスコリア凝灰岩やアグルチネートが分布する.また，嫁島南部

西海岸では無人岩火山磯粗粒火山灰互厨からなる，斜交層理が発達したス

コリア凝灰岩が，枕状溶岩に挟在する.成肩凝灰角穣岩は溶結し.黄褐色~

赤褐色に変質している.前島と嫁島西岸の入りrrを結ぶ北東方向の地帯に甫
北~北東走向の岩脈が集中する.一方.前島火口内と歯車島北西部では東西走

向の岩脈が甫北~北東走向の岩脈によって切られることがある.岩脈の多く

は無人岩と古銅輝石安山岩である.嫁島西岸の入り江北西端から海岸1::沿っ
て酉へ3帥 Eほどの聞に，凝灰角磁岩の崖から崩落した岩塊からなる崩落推

積物が分布する(地貧困では省略).

3.3 父島列島
父島列島の火山岩は構造的斜交性火山活動の休止期を示唆する成層した

砂岩穣岩層の存在及び岩質の遣いにより下位から円緑湾.旭山，三日月山の

各層に分秒られる (Umino，1985;海野・中 :L_2007) さらに，円縁湾層

は不整合で漸新世の含有孔虫石灰岩からなる南碕層によって覆われる.

本地域中の最下位の円縁湾層は父島及び兄島の広い範囲に分布する.下位

よりよ位へ向かつて岩相・岩貨が系統的に変化する.下部は主として無人岩

枕状溶岩伽b)からなる.中部は無人岩の凝灰角磯強制tーからなり，上
部は主としてデイサイト枕状溶岩及びハイアロクラスタイト伽d)からなる.

円録湾層下部から上部にかけて 古銅輝石安山岩の枕状溶岩及び凝灰角磁岩

が無人岩やデイサイトの枕状溶砦中に挟在する.円縁湾層と同質の無入居及

ぴ無人岩系列の安山岩，デイサイト，石英含有デイサイト及び流紋岩からな

る多数の岩脈及ぴ岩床が円縁湾周を貫<.とれらは平行岩脈群となって父島

東部の海岸一帯と東島との聞を北北西ー甫甫東に延び.父島北極から兄島西

部にかけて西北西一東南東へと走向を変え，兄島西部，人丸島，駆箪島など

では低角の岩床群をなす.また，父島の甫西陣沿岸では，島弧ソレアイト安

山岩~デイサイトからなる平行岩脈群が岡岩寅のシート溶岩中に貫入する伽!i).

旭山眉仏Jは，父島の北部及び南部1;:，また，兄島北端に分布し，石英
含有デイサイト~流紋岩板状溶砦，同岩貨のハイアロクラスタイトを含む灘
灰角磯岩からなり，一部に磯岩砂岩宣周が挟在する.下位に成層した凝灰角

磯岩あるいは砂岩棟岩互層を伴い，円縁湾層を傾斜不整合で覆う.まれにハ

イアロクラスタイトに伴ってガラス質の枕状溶岩が見られる.



三日月山居は父島北部の三日月山一帯，及び，兄島北端から弟島全島に

わたって広く分布し，カルクアルカリ岩系安山砦ないしデイサイトの成層

した凝灰角穣岩・火山角療岩，模岩及び泥岩砂岩互周(以上， Zt)，古銅
輝石安山岩(一部は無人岩)の枕状溶岩(zp)からなる.円縁湾周や旭

山層にアパットする.基底部に砂岩泥岩互層があり.上位に向けて礎岩層

が卓越する.
甫崎層は父島南西端の甫崎から南島及び周辺の岩礁に分布する漸新世の

含有孔虫石灰岩(Mn)からなる ωh凶世田ru， 1鈎6)，父島列島中の最上

位を占め，下位の円高量湾層を傾斜不整合で覆う.上部はグレーンストーン

や珊瑚等からなる現地位磯性石灰岩，下部は淘汰の悪い生物遺骸片を含む

パックストーンやワッケストーンからなる.上部からは Spi何clyp側 s
mmgmi臨 sやM回D卯飢ellalxmiemU， 下部からはHdorosゆ回bOrrJeSmU

やLゆ倣1CYCl抑留ωepid開Jなどの大型有孔虫化石やωゅigerinaゅ.など
の浮遊性有孔虫化石が得られている伽ats四国地 1錦4，1996)， 

3.4 母島列島
母島の地層は.顕著な浸食面の存在に基づいて下位から東崎湾層，完晶

層及び石門厨に分けられている(梅野・石渡，2似16).氏家・松丸 (1977)

は元地層の火山岩類中に挟在する合化石シルト岩，砂岩，軍属岩の下部をユ

ーサン累層，上部を神村累厨と区分した.乙れらの堆積岩類からは，貨幣

石N酬制御をはじめDisc<<ydiwJ，ωゆ伊加などの底生及び浮遊性有孔
虫化石を多く産出する.

東崎湾層は.主として低アルカリソレアイト系列の安山岩ハイアロクラ

スタイトと成層した火山砂岩・角機岩互層よりなる(海里子ほか， 2∞の.

分布が母島南郡東海岸の一部に限られるため，本地質図では元地層と一括

した.

母島全域に広く分布する元地層は，東崎湾周を傾斜不整合で被う白色軽

石及びオレンジ色スコリア凝灰岩1;::始まり，塊状~板状溶岩を含む安山岩
ハイアロクラスタイト.水中土石流起源の凝灰角礎岩，陸上ないし浅海で

噴火・堆積したアア溶岩及rJ火砕流起源の無届理凝灰角磯岩などからなる

主部 ffit)，玄武岩ハイアロクラスタイト但b)，有孔虫化石等を含む砂岩・
礎岩・シルト岩層(Hs)，火砕涜堆積物価p)及び石灰岩(剖からなる.

岩貨では，元地層下部はソレアイト系列が多く，上部はカルクアルカリ岩

系列の安山岩~デイサイトからなる(海野・石沈2(肪;:矢島ほか， 20(1) 
元地層最下部の白色軽石凝灰岩は最下部に白色軽石と石質岩片が三霊級化

構造を示す水中火砕流堆積物を伴い.母島南東沿岸の裏高根付近に露出す

る.猪熊湾から長浜にかけては，溶岩に貫入する多数の岩脈が見られる.

また.長浜から乾崎にかけての海岸に沿って弱い熱水変質を受けたアグル

チネートと塊状溶岩が4.5kml;::渡って冨出するととから，との付近一帯に
北西ー南東走向の割れ目火口群があったと推定される.また.北港から東

山~東港にかけて火道角礎岩やアグルチネートが分布する.

元地層の中前から上部にかけて挟在する3枚の火砕統堆積物のうち，最

下位の火砕涜堆積物は東港奥に小規模に.出する. 2枚目の火砕流堆積物
は東港の甫岸から庚申岳を取りまくように西岸の長浜の上まで追跡できる.

とれらの火砕流堆積物は酸化した火山灰基質と角がとれた騒石片からなる

イグニンブライトで，紫蘇輝石普通輝石安山岩の類賀岩片を含む.最上位

の火砕流堆積物は最も規模が大きく，最大層厚は1帥 Eを超え.酸化した

粗粒火山灰ないし細粒火山磯凝灰岩の基質中に角がとれた紫蘇輝石普通輝

石安山岩岩片が点在する石質火砕流堆積物である.神港東岸で』まとの火砕

統が海底に擁れ込んで発生したと恩われる水中土石涜起源の凝灰角礎岩 G却
が露出し.赤色圏量化した凝灰岩基質中に多数の水冷火山弾を含む.

最上位の石門層は.浸食された元地層の成層凝灰角磯岩の凹地を埋める

緑色の砂岩 (Hs) とその直上をほぼ水平に覆う石灰岩 (Sk)からなる.

石灰岩からは始新世末の底生有孔虫化石や浮遊性有孔虫包団理 PI5-17) 
が産出する ωh凶umaru，1984， 1鈎6).
母島南崎から平島までの聞に点在する鰹鳥島や丸島，二子島などはいず

れも安山岩ハイアロクラスタイトからなる.平島は北東傾斜のかんらん石

紫蘇輝石普通輝石安山岩ハイアロクラスタイトとそれを覆うかんらん石普

通輝石玄武岩降下スコリア凝灰岩からなる.平島東端(豆腐石鼻)は，ハ

イアロクラスタイトと同岩質の塊状溶岩からなる.

向島は東部に南北走向で南にプランジした向斜輔があり，下位よりかん

らん石普通輝石玄武岩ハイアロクラスタイト但b).成層砂岩・磯岩(Ht)，
かんらん石紫蘇輝石普通輝石安山岩ハイアロクラスタイト (Ht)からなり.

届厚350mに達する.砂岩・高層岩の上部にはかんらん石普通輝石玄武岩磯

に混じって中粒~粗粒火山居座大の軽石片を含む成層した火山礎凝灰岩を挟

在する.安山岩ハイアロクラスタイトの最下部と上部には最大0.2mX

1.5mの水冷火山弾を含み，発泡度の低いスコリアからなる降下スコリア
凝灰岩(Ha)が挟在する.甫西部の海岸では走向30'・-60・でスコリア凝灰

岩に貫入した厚さ90anから3mの玄武岩岩脈が露出する.

姉島は主としてかんらん石普通輝石(紫蘇輝石)玄武岩ハイアロクラス

タイト(Hb)からなるが，西岸の海食屋下部に枕状溶岩，また南東部で

は降下火砕岩 (Ha)が見られる.枕状溶岩は密に積み重なった構造のま

まその婚で破砕し.割れ目を充填した沸石のために一見角調書岩状を呈する

ことが多く，側方あるいは上方でハイアロクラスタイトに漸移する.また.

ハイアロクラスタイト中に挟在する厚さ 1-5m.長さ 5-20mのレンズ状
あるいは板状溶岩が側方で枕状溶岩に移化するととがある.母島列島で枕

状溶岩が確認されたのは姉島のみである.層厚は4α油に遣する.
妹島は屑厚270m以上で主に紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩ハイ

アロクラスタイトからなる.最下位の同岩質の黄褐色成層火山磯凝灰岩

は鳥島対岸の妹島南岸に震出し，南東にゆるく傾斜し， 200mほどの聞
に多数の岩脈が貫入している.火山礎凝灰岩は粗粒火山灰~細粒火山磁

からなる基質中に長径1.3Oanのレンズ状ないし扇平な火山弾や岩塊が
点在する.

姪島は南岸から西岸にかけて北西一南東に走る断層を境に2つのブロ
ックに分けられる.断層の北側は姪島の大部分を占める主ブロックで，

下位より悌蘇輝石〉普通輝石かんらん石安山岩降下スコリア凝灰岩 G量I)，
成層凝灰角礎岩及び問岩貨のハイアロクラスタイト (Hο からなる.
断層の南側のブロックは.紫蘇輝石かんらん石普通輝石玄武岩のハイア

ロクラスタイト αIb)とそれを覆う降下スコリア凝灰岩任掛からなる.
主ブロックのハイアロクラスタイトは構造上の違いから上下Z厨に分け
られる.姪島西岸では厚さ 7・9mの岩脈を挟んで，対称的に外側1;::向

かつて約30・で傾斜するハイアロクラスタイトが積み重なった火山体の
断面を見るととができる.上位のハイアロクラスタイトは.ととに露出

する北東走向の給源岩脈から噴出したと考えられる.このハイアロクラ

スタイトは主ブロック東部に分布する下位の成層ハイアロクラスタイト

にアパットする.給源岩脈を中心に両側に向かつて傾斜するハイアロク

ラスタイトの構造は，甫プロック南端1::貫入した岩脈周辺でも見られる.

主ブロックの降下スコリア凝灰岩 αIa)の上部には，厚さ7.5mの灰色
スコリア凝灰岩が挟在する.発泡度が低い直径1-3cmのスコリアと直
径3-500の石賀岩片からなり，淘汰が悪い.

3.5 西之島及び火山列島
西之島:比高3，()(胸L底面が:2O-30km程度の巨大な海底火山の頂部に
相当し，西之島火山噴出物及び海浜堆積物から構成される(海野・中野，

z∞7)， 1973-74年にマグマ水蒸気噴火・マグマ噴火がおとり新島が形成
されたが，現在，それ以前から存在した西側(旧島)との聞を未固絡の

海浜(療浜)堆積物が連結している.旧島は海底火山頂部の火口録上に

位置し，新島はその火口内に形成された火口丘の一部である.

西之島火山噴出物はいずれも陸上噴出の西之島溶岩及ぴ1973・74年噴
出物に区分されている.西之島溶岩は後期更新世あるいは完新世に噴出

した安山岩溶岩及ぴ少量の火砕岩(アグルチネート及び火砕サージ堆積

物}で，北側に分布する岩磯群とともに直径約1.3kmの火口縁の一部で

ある.1973・74年噴出物は1973年から翌74年にかけて噴出した火砕丘及

び溶岩流であるが，噴火開始以降の波浪漫食でその大部分が消失してお
り，固結した溶岩郁分を主体に残存している，これらの岩石はいずれも

斜方輝石単斜輝石安山岩である.

1973・74年の噴火は海底噴火から始まり，噴火中心を移動しながら火

砕丘の形成・消滅.溶岩涜出を線り返し， 1年以上続いた(小気 1991).
噴火継続中及びその後の波浪漫食.砂穫の堆積により旧島都と新島が連

絡，拡大したが， 19!均年頃以降は波食により面積を減じつつある.

1973-7~晴火以前には西之島旧島東岸を火口j像の一部とする直径約l.3km.

中心部が水深107mの火口地形が存在していたが， 1992年の測量では火
口地形の最探部は水深49mとなっており，噴火前に存在した火口地形の
かなりの部分が1973-74年噴出物及びその二次移動した堆積物によって
樫積されている.

北硫黄島:巨大な海底火山の頂留に位置し，中期更新世後半ないし後

期更新世の北硫黄島火山噴出物から構成される(中野・古川r.20ω; 
中野ほか.2医19).南海岸には新期の崩積堆積物が，東海岸にはやや宵

い崩積堆積物が認められるほか，海岸沿いにわずかに礎浜堆積物が分布

する.

北硫黄島火山は玄武岩質の薄いアア熔岩流及び火砕物(凝灰岩.火山

磯凝灰岩，凝灰角磁岩)を主体とする陸上噴出の成層火山である G街地・
今泉， 1錫4).海食崖ではそれらを厚さ2m以内の160本を超える多数の
放射状岩脈が貫いている(中野・古川 2ぼゆ，).火砕物は火砕サージ堆

積物.転勤堆積物，土石流堆積物及び降下火砕物などである.島の南部

で認められる不整合の存在から，北部を中心とした古期火山と南部を中

心とした新期火山に区分されているが(菊池・今泉.1飽4;中野・古JII.
2航路，).両者聞の時間間際は不明であり，一部を除いて不整合を挟んで

岩相に大きな変化はない.また，古期火山では北東部の変質帯を中心と

した谷地形が{石野村付近).新期火山では山頂付近の団地形が火口と

して推定されているが.明確ではない.活石はソレアイト系列の玄武砦

である(中野・古川， 2009). 

硫黄島:比高約2，0【lOm.直径40回以上の海底火山の頂部である.北

東部の元山を取り巻くように直径約1肱mのカルデラが想定されている(貝

塚ほか.1983. 1985).カルデラ縁は西側の監獄砦や釜砦.東側の東岩

が海面上に置露出するが，その大部分は海面下である.

硫黄島火山は先カルデラ火山と後カルデラ期の元山火山.摘鉢山火山

から構成され，元山は中央火口丘，摺鉢山は側火山と推定される.両者

の問(千鳥ヶ原}には砂丘が発達し.隆'書している.その下位には穣層
が存在する.また.島を取り巻く日出浜，井戸ヶ割高，千鳥ヶ浜.翁浜な

どには砂浜地t発達する.

先カルデラ火山噴出物は溶岩及び火砕岩からなる.後カルデラの元山



火山噴出物は水中噴火の溶岩及び火砕岩から構成される.摘鉢山火山は下部

が水中噴火の溶岩及び火碍岩で，上部が陸上噴火の火砕丘となっており，新

182つの火砕丘が複合している(一色， 1976). これまでに報告された放射

年代価E田>kad al.， 1970;大八木・熊谷， 1977;貝塚ほか， 1蜘)から.
先カルデラ火山の活動は後期更新世，元山及び摺鉢山の活動は後期更新世~

完新世と推定される.なお.元山火山と掴鉢山火山の形成時期はほぼ同時期

と考えられている(大八木・井口， 1985).硫黄島を構成する岩石はアルカ

リ岩系列の粗面安山岩，一部は粗商岩質である(一色 1976;小坂ほか， 1臨).

硫黄島火山は最近100年聞に島内約10ヶ所で約20回の小規模な水蒸気爆発

を繰り返している.また，最近数百年では年間10cm以上の隆起が継続し，

それに伴う小規槙な活断層が多数形成されている(高橋・熊谷， 1976:熊谷.

1蜘;梅川ほか， 2002; Ukawa d al.， 2蹴，).また.島内10ヶ所以上で叩℃
以上の噴気活動や温泉湧出が確認されている(小型Eほか， 1錫5).
甫硫黄島:後期更新世(中野ほか.2009)と推定される甫硫黄島火山の噴

出物から構成され.山頂火口を中心とした成層火山である.火砕物屑を鍵屑

に育期1，育期2，新期の3区分(福山， 1983)，あるいは，南部中期，

北部中期を加えた5区分(中野， 2似)8)がなされている.古期と新期で岩相

の違いは特になく，いずれも陸上噴出の薄い溶岩流とそれに挨在する薄い火

砕物から構成される.アア溶岩が車越するが，パホイホイ溶岩も見られる.

海食屋では，それらを犀さ 3m以内の250本を超える多数の放射状岩脈が貫

いている{中野， 2008).岩石はアルカリ語系列{福山， 1鎚3)，あるいは.
アルカリ岩系列とソレアイト系列の中間的な性質(湯浅・玉木， 1982)の玄

武岩寅岩である.

3.6 沖ノ鳥島
九州・ J~ラオ海嶺上に突出した比高約5，00伽Eの梅山の頂部にある環磁の一
部である.海面付近は現生のサンゴ礁であり，礁原は東西4.5km，南北

1.花mに広がり.その内部は水深5.5m以浅の浅磯湖となっている.司陣原上で

海面から顔を出している沖ノ鳥島は礎石灰岩及び有孔虫石灰岩からなる(園

山， 1952). 

3.7 南鳥島
南烏島は環礁から転じた卓礎が隆水して形成された.内陸にはサンゴ片や

有孔虫からなる砂機が堆積し，海岸沿いには砂浜やピーチロックが発達する.

島の土台を形成する隆起サンゴ礁は露出していない(小西.1988， 2006;八

木ほか.1992). 
(梅野進・中野俊・石塚治)

4.海洋地質(海底地形，海底地質構造)

小笠原諸島を構成する島棋はいすれも火山を起源とするが，形成されたテ

クトニクスや活動時期から大きく 3つに分けられる 太平洋プレート上の白

亜紀の海底火山を起源とする日本最東端の南鳥島，フィリピン海プレート束

縁の第三紀島弧火山である小笠原稿嶺上の小笠原群島及び九州・パラオ泌嶺

上の日本最南端のf中ノ鳥島.伊豆・小笠原狙(七島・硫黄島海嶺)の第四紀
火山である西之島と火山列島である舗1図).

4.1 小宣原海嶺
小笠原海嶺は南北5ω加にわたって延びる水深3，0叫 2，500m以浅の高まり

で，型車島列島，父島列島，母島列島を中心とした幅10-40回の島棚が雁行状

に連なり，全体として南北に延ぴた一つの大きな海嶺である.海嶺の酉縁は

深度4，α)()mを超える小笠原トラフへと急傾斜の正断層で落ち込み.東側は媛
い傾斜で伊豆・小笠原海溝へ下がっている.小笠原糠嶺の北端部は，北線29

度30分付近で伊豆・小笠原海溝へ開く谷に切られ，南側へは梅錦海山東方の

北緯26度付近でいったん途切れるが，その南方にも比高の低い高まりが前弧

の位置に存在している.との海嶺は活動的火山の列である七島・硫黄島海

嶺(伊豆・小笠原孤の火山フロント)とは小笠原トラフにより隔てられ，伊

豆・小笠原弧の前弧地域に相当する.小笠原海嶺の南東方では比高3，航蜘法

超える小笠原海台が沈み込んでおり，小笠原海嶺との問に挟まれた矩形の断

層ブロックが比高2ぷ肋nの母島梅山となっている.

小笠原諸島周辺の海底地質については， r小笠原島弧南部及びマリアナ島
弧北部広域海底地質図J(湯浅ほか， 1982)により地質調査所による調査結

果が，また海上保安庁水路部による調査結果が沿岸の海の基本図{餐島，嫁

島，父島，母島)として公表されている.それによると小笠原諸島を含む小

笠原海嶺の高まりの上部ほ.陸上部に量露出する古第三紀の地層と同時期ある
いはそれより若い前期中新世の堆積層に覆われる 一方小笠原諸島西側.小

笠原トラフに面する急斜面下部では， トラフ内に堆積するより新しい地層が

アパットする形で分布する.との層からは淡褐色シルト岩が採取され，含ま

れる浮遊性有孔虫の種類から時代はNl7-19(後期中新世~前期鮮新世}であ

る(湯浅ほか， 1982). 

20似年には潜水調査船しんかい65∞により，父島より北側の小笠原海嶺西

側急斜面で調査が行われた伽tizukaet al.， 2006).潜航中観察された.頭は
一般に堆積物の被覆は薄いものの，マンガン酸化物の被覆が顕著であった.

採取試料は主に火山角穣岩，あるいはそれから抜け落ちたと考えられる火山

岩ブロックであった.角礎岩の多くは，二次的に移動堆積した火山岩ブロッ

クにより構成される岩石である.火山岩は.斜長石，単斜輝石.斜方輝石を

含むソレアイト貨の安山岩類が大半で，父島にもっとも近い潜航地点では，

斜長石斑晶に乏しく，輝石斑晶に富む高マグネシウム安山岩も採取された

とれら火山岩類について，岨'Ar/ftAr年代測定が実施され.4，4∞-4，2∞万年前

の年代値が得られた.乙の結果は，岩相.化学的特徴の類似性とも合わせ，

小笠原海嶺西側斜面には，父島列島や饗島列島に露出する地層よりやや若い，

母島列島とほぼ同時期の地層が分布していることを示す.父島にもっとも近

い潜航地点の浅い部分では，貨幣石 (}J岬棚幼ifu$t，)を含む石灰岩が採取
され，母島の中期始新世の砂岩層と同時期の可能性がある脳血幽eta1..，2(雌i).
小笠原トラフの形成時期については，始新世とする説 ωh血血eta1...2(鵬)
と漸新世とする説 (TayJ.αr，1992)があり，いまだはっきりしていない 構

造上の特徴としては.南北あるいは北北西ー南南東方向の雁行する背斜輔が

認められ(湯浅ほか，1982).緩やかな槽曲構造が存在していると考えられる.

4.2 火山列島
火山列島は，伊豆大島から甫硫黄島にいたる活動的な火山を含む第四紀火

山島列からなる七島・硫黄島海嶺{伊豆・小笠原弧)の南部に相当する.

Yuasa (1985)は，北線29度48分付近の編婦岩の南から南西方向に延びる断

層線(繍婦岩構造線)を境に，七島・硫黄島海嶺の地形.火山岩の特徴など

が大きく変化することを指摘した.さらに近年，伊豆・小笠原地域で進めら

れた地殻構造探査により，との構造線の北と甫で地殻の厚さが著し〈異なる

ととも明らかにされた低ωairaet al.， 2∞7). 
北緯30度以甫の七島・硫黄島海嶺甫協は北部と異なり.多〈の火山が島を

形成せず.海底火山として存在する.海嶺上の最深点は燭婦岩~西之島間に

あり，乙の間約290kmにわたって島がない.との聞には，七曜梅山列と呼ば

れる海底火山列があり，一官官を除き第四紀火山と考えられる.その中で水曜

海山及び木曜海山では，熱水活動が知られている(例えば，春日・加藤，，1姐;
長岡ほか， 1992).玄武岩質の火山が主体であるが，水曜海山はデイサイトの

溶岩ドームを形成している.

西之島以南では，北硫黄島.硫黄島，南硫黄島の計3島が海面上に軍出し
ている.西之島と北硫黄島の聞も約210kmという距穣があるが，ここには海

形海山と海徳海山という二つの大きな海山が存在する.とのうち海徳海山は.

底径ω回，比高約2，5瓜加1の火山で，3つのピークを有する.最近では1鈎4年
に噴火活動が観測された{土出ほか.1985).主山体は玄武岩質と考えられ

るが.1984年の噴出物はデイサイトである.一方，海形梅山は底径4与52km，

比高約2，35Omの火山である.山頂部には，底径約3凶 1のカルデラが存在する.

潜水調査により上郁カルデラ内に滞遊する温泉沈滅物状物質の存在(渇浅ほ

か， 1988)や中央火口丘上での温度具常及び熱水活動(村上ほか.1987:土

岡ほか.2ω1)，またドレッジ試料から硫化物の存在舟噛認されており(urabe
et a1..， 1987)， 2003年に行われた気象庁による活火山見直しの際に活火山に組
み入れられた.

北硫黄島以南の火山は.指石の化学的特徴がそれより北の火山と異なると

とで特徴づけられる何回調皿dNohara， 1992 : Ishiz也ad a1..， 2007a).すな
わちアルカリ元素が高いという特徴である.北硫黄島付近では.やや高い程

度であるが，硫黄島，甫硫黄島地域では海底の火山体も含めて極めてアルカ

リ元素の漉度が高くなる.特に硫黄島周辺ではショショナイトと呼ばれる極

めてアルカリ元素の波度が高い安山岩組成の火山岩が特徴的に産する.なお

火山砦類のアルカリ含有量は，さらに南下してマリアナ硯側では南に行くほ

ど再び低下してい<.

北硫黄島から南硫黄島までの地域には，島を形成している火山以外にも噴

火浅線.北福徳堆{海勢場)，福徳岡ノ場といった繰り返し海水変色や噴火

記録のある海底火山が存在する.このうち北硫黄島北西神の噴火浅根では，

1930-1945年に年2-3聞の噴火が記録されている.また，甫硫黄島北沖の福

徳岡ノ場では1904年， 1914年及ぴ1鈎6年に，噴火による新島の誕生・消滅を

操り返すなどの活発な活動がおとっている.

南硫黄島の西側は，マリアナ弧における背硯リフティング及び拡大により

形成されているマリアナトラフの北端郁に相当し，甫から延びる正断層系に

画された盆地の先端部が到達している.七島・硫黄島海嶺は.南硫黄島の南

にも甫日吉海山，日光海山，福神海山.春日梅山などの火山活動記録のある

海底火山(大谷ほか， 2∞4)を逮ね，マリアナ孤の火山フロントであるマリ

アナ海嶺に連続していく.

4.3 沖ノ鳥島周辺
神ノ鳥島を含む九州・パラオ海嶺は，九州南東海域からパラオ諸島支で

3，0∞h培Aょにわたって延びる海嶺である.かつては現在の伊豆・小笠原孤
と一体であり，約4，8∞万年前から2，5∞万年前まで島弧火山活動の場であっ
たと考えられている (Shiba包 Ual.， 1977 : Ishiz由且etal.， 2∞7b). 2，5∞万年
前以降四国及びパレスベラの2つの背弧盆地(海劃の形成により，伊豆・
小笠原弧から切り隠され.海嶺上での火山活動も終息した.t中ノ烏島付近で
は，判事嶺は周囲のフィリピン海の深海底，水深約5，5α加より立ち上がってお
り，周囲には紳ノ鳥島以外にも比高3.00加を超える梅嶺上のピークが複数存

在している.神ノ鳥島の海底部は，底径が約35X30km程度の西北西一東南

東方向に延びる山体を形成し.複数の火山体から構成されている可能性があ

る.南東斜面は，パレスベラ海盆形成時のリフティングに伴う北北京一南南

西方向に延びる正断層群によって切られ，西側斜面に比べて急斜面を形成し

ている.

神ノ鳥島海底部での海底掘削では かんらん石に富む玄武岩溶岩とその角



穫が採取されている(lshi.zukaet 01.， 2∞1b).その化学組成は九州・パラオ
海嶺の他の地域で採取されている火山岩と同様，いわゆる島孤玄武岩の化学

的特徴を示す.ζの玄武岩からは2，75(}-2，710万年前を示す“'Ar/"'Ar年代が得

られており.神ノ鳥島を載せる山体でこの時期まで玄武岩質マグマの活動が

おきていたととを示す.

4.4 南鳥島周辺
甫鳥島を頂部に持つマーカス・ウエーク海山~1に属する火山体は.底径が

約40kmを超え，周辺の太平洋の深海底から約5，800mの高さがある.海面下

の山体には3ないし4方向の顕著な尾根が発達しており，長いものは約

25kmに達する，とれらはハワイ等の火山に見られるリフトシステムに相当

するのではないかと考えられる.また山体斜面上には多数の小火山体(側火

山)が分布している.

甫鳥島を構成する火山体の火山噴出物は陸上に震出していないが，海底で

の銅削により北側斜面から岩石試料が採取されている.試科は.主に無斑晶

状玄武岩溶岩(一部微量のかんらん石あるいは単斜輝石斑品を含む)である.

アルカリに宮み.化学組成上，粗面玄武岩に分類される.化学的特徴はいわ

ゆる海洋島玄武岩の特徴を示し，この火山体がホットスポット型の火山であ

るととを示唆している(石塚・湯浅.2008).繭鳥島海底部から採取された

火山岩の年代測定は未だ行われていないが，同じ海山列に属する近傍の海山

の年代から前期白亜紀に活動した可能性が高いと考えられる低明間etal.， 
20凶:). 

(石塚治・調草野進}

5.鉱床

小笠原諸島陸上部のいくつかの島において熱水変質作用の存在が認められ

るが，鉱床として大規模に稼符された例はない.

父島では，南岸{金石浜)に粘土化及ぴ瑳化変質帯が認められる.母岩は

円縁湾周のデイサイト一安山岩枕状溶岩(ジョンピーチ火山岩類:梅野・中

野， 2007)である.変質帯の中央部では，粘土化変質とともに大量の硫化物

が生成し，また石英脈のネットワークも認められる.粘土化帯の幅は約6伽n.

奥行きは40m前後である{飯笹・上回.1鈎4).硫化物は主に黄鉄鉱，閃亜

鉛鉱.黄銅鉱であり，エレクトラム，方鉛鉱，岡面銅鉱，鋼藍，重晶石，石

英を伴う(飯笹・上回.1994).また珪化部には，マンガン酸化物を伴う.

伊豆小笠原海域の海底産硫化物に比べて鉛の含有量が低いという特徴を示す.

なお，現在は埋め立てられて確認できないが，三日月山南方(海上自衛隊基

地内)に熱水変質帯があったらしいが詳細は不明である.

w島列島では.媒島と前島の2ヶ所において顕著な熱水変賞作用が認めら
れる偽hizuka， 2008).嫁島の甫に位置する前島では，程度の差とそあれほ

ぽ全島にわたって熱水変質を被っていると見られる.母岩は無人砦質の火山

角磁岩，枕状溶岩及び岩脈を主体とする.多数の岩脈が密に入る産状から，

火山の噴出中心の一つが露出しているものと解釈できる.接岸して上陸可能

な地点に震出する変質岩は著しい珪化作用を受けており，原岩の組織を保持

していない.とれまでのととろ硫化物として黄鉄鉱のみが確認されており，

他の金属の演集は確認されていない.

媒島西岸には白色変質帯が分布する.北西部では幅50m程度以下で剣山付

近から北西ー南東方向に延びる.無人岩系列のデイサイト~涜紋岩質溶岩を

母岩とした変質帯が確認できる.変質により原砦の組織は失われ.斑晶は溶

脱されているが，鉱化作用は認められない.またこれとは別に南西部にも変

質帯が存在し，硫化物も生成されているようであるが，今回の調査では赤色

酸化した変質岩を確認したにとどまった.煤島南西岸の鳥島に面した湾の奥

に，第二次世界大戦前に試銅したという跡が残されている.

小笠原諸島で認められるいずれの熱水変質作用も，始新世より後の火成活

動の記録がないととから，始新世の火成活動に伴われて形成された可能性が

高い.

(石塚治}

6.重力異常

本地域の大半が海域であり，重力異常は船上重力データを主とし，陸械は
既存データのみを編集した.編集区域として小笠原群島，硫黄島を含む火山

列島，函之島，沖ノ鳥島及び南鳥島である.そのうち陸域については，父島

{田中ほか.1974).母島及び西之島{大川・横山.1977).硫黄島(江原，

1985)の各データを編集した.海域については.地質調査所による白嶺丸の

航者証データ (Ishiharaand Yamazaki. 1991)によるフリーエア異常図が示さ

れている.今回，上記データに海上保安庁海洋情報部の測量船拓洋の航海デ

ータ(調査航海名:lIT851124. H1双自由111.1IT881'α>4. H1羽1203.H1寝訓0107.
HT93T312. H百訂411，HT98T(12)も加えて編集し，陸械と同様の地形補

正等の処理を施しブーゲー異常図を作成した

本地域で岩石の信出している領域は狭く，海域を含めた広域的な表層密度

は事j らないtJt• 小笠原群島には古第三系基盤が見られ，火山列島域では第四

紀の新しい火山の玄武岩・安山岩を主体としており，仮定密度として平均的

な密度である2.3g/cm噌採用した

概略の重力異常は，小笠原群島と酉之島を含む火山列島ともに南北方向の

コンターパターンが優勢で伊豆・小笠原弧に整合するような2次元的な構造

を呈している.父島列島と母島列島についてはおのおのお伽E伊L22伽E伊lを
超す高重力異常となっており，概ね地形と相関しており.基盤岩の盛り上が

りもし〈は高密度岩体の貫入が島慎の直下にあることを示していると考えら

れる.型車島列島については高密度岩体の盛り上がりがやや東方にずれたとと

ろにあるととを示している.火山列島については，例外なく島襖域が商重力

異常域を作っており，火山直下での基盤の盛り上がり.固結した高密度の溶

岩の存在などを示している.神ノ鳥島と甫鳥島も概略的には基盤が盛り上が

ったと乙ろにあるととを示している.地表の地質との対応がよく判るように

上方接続残差重力図を示す(第3図).深部構造による..力異常は 1kmの上
方接続値により除去したため.深度数kmより浅い構造が抽出されているも

のである.負値には陰を付けて表示してある.父島については，中央山東方，

二見港周辺及ぴ南島に高残差重力域があり高密度岩体で構成されているのに

対し，夜明山は低残差霊力域で低密度岩体で構成されているととが判る.母

島も高残差重力域になっている.硫黄島については，南西方向に半島状に延

びた千鳥ヶ原周辺が負の残差重力域となっており，穣，砂及び泥といった低

密度の構成物が卓越しているととを示している.

〈駒津正夫)
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第3図 1防nの上方接続残差重力.負値には，影を付けて表示.コンタ一間隔は， 0.5π19aJ (ミリガル).

平成21年9月2日印刷

平成21年10月2日発行

著作権所有・発行者 許可無く複製を禁ずる

独立行政法人

産業技術総合研究所 地質調査総合センター
干305-8567 茨城県つくば市東1丁目1番地1

TEL (029) 861-3606 

GEOLOGICAL SURVEY OF JAPAN， AIST @ 2009 


